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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 食道静脈瘤に対する治療法は，従来，選択的シャン

ト手術，直達手術などの観血的治療が中心であったが，

近年侵襲の少ない治療法として，内視鏡的硬化療法が

行われるようになった．しかし，硬化療法の適応につ

いてはさまざまな意見があり，未だ解決されていない

問題である．そこで，硬化療法が緊急症例に対する止

血法として有用であるかどうか，また，硬化療法を待

期予防的治療として行うことができるかどうかを知る

目的で，硬化療法の治療成績を手術療法と比較検討し

た．

 対象および方法

 対象は，当科で治療した食道静脈瘤症例の硬化療法

118例，手術療法30例である．硬化療法は，内視鏡を用

いて5％ethanolamine oleateを静脈瘤内に注入する

方法を行い，手術療法は直達手術を行った．

 成績

 緊急症例における硬化療法の止血率は，93％と高率

で，手術療法の92％と同等であった．硬化療法の合併

症は軽度なものが多く，合併症を原因に死亡したのは

待期予防症例の1例だけであった．これに対し，手術

療法の合併症は重篤になるものが多く，緊急症例5例，

待期予防症例1例が死亡した．4年生存率についてみ

ると，緊急症例では，硬化療法57％，手術療法33％と

硬化療法の方が優れていた。また，待期予防症例では，

硬化療法60％，手術療法57％とほぼ同等であったが，

硬化療法症例には高度肝障害，肝癌合併，他疾患合併

など手術適応のない症例も少なからず含まれているた

め，手術可能症例に限ってみると，4年生存率79％と

手術療法より優れていた．治療後静脈瘤出血を4年累

積出血率でみると，緊急症例では，硬化療法34％，手

術療法0％と硬化療法に多く，待期予防症例では，硬

化療法34％，手術療法32％と同程度であった。しかし，

硬化療法で治療後静脈瘤出血を原因に死亡したのは1

例だけであった．肝機能への影響をみると，硬化療法

では術前後に変化はみられず，手術療法では術後に

KICGの低下をみとめた．

 考察および結論

 硬化療法は，緊急症例に対する止血法として非常に

優れており，緊急症例を硬化療法の適応としうると考

えられた．また，待期予防症例については，合併症，

生存率，肝機能への影響の点で，硬化療法の方法が手

術療法より優れており，待期予防症例を硬化療法の適

応としてよいと考えられた．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，食道静脈瘤に対する内視鏡的硬化療法118例と，手術療法30例の臨床的対比を行い，止血

率，合併症，生存率，出血率等から，硬化療法が，緊急症例に適応し得るのみならず，待期予防症例

についても，手術療法と遜色ない成績であるとしたもので，臨床上，学術上，価値あるものと認める．
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